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町
名
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来

　

本
町
は
、
九
重
山
系
に
属
す
る
一
目
山
、
涌
蓋
山
、
横
野
山
な
ど
が
東
か
ら
北
に
連
な
り
、

ま
た
、
倉
岳
、
斧
岳
、
津
江
山
な
ど
が
南
か
ら
西
に
連
な
っ
て
、
こ
の
山
岳
の
間
を
南
西
部
か

ら
阿
蘇
外
輪
山
が
波
状
に
北
に
展
開
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
山
岳
な
い
し
高
原
か
ら
田
の
原
川
、

志
津
川
、
馬
場
川
、
湯
田
川
な
ど
の
河
川
が
源
を
発
し
、
や
が
て
合
流
し
て
杖
立
川
と
な
り
、

さ
ら
に
筑
後
川
に
合
流
し
て
い
る
。
町
全
体
が
海
抜
四
三
〇
な
い
し
九
四
五
メ
ー
ト
ル
に
あ
っ

て
、
火
山
岩
地
帯
を
な
し
て
い
る
。
人
口
四
、
四
二
九
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
、
面
積
約
一

一
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
加
え
て
、
年
間
平
均
気
温
一
二
・
四
度
、
年
平
均
二
、
六

〇
〇
ミ
リ
の
降
雨
量
が
あ
る
た
め
、山
林
の
育
成
に
適
し
、
有
名
な
小
国
杉
を
産
出
し
て
い
る
。

　

農
業
は
、
米
、
野
菜
の
ほ
か
、
畜
産
、
酪
農
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

交
通
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
阿
蘇
駅
か
ら
バ
ス
で
約
四
〇
分
を
要
す
る
。
ま
た
、
道
路
と
し
て

本
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
か
ら
北
へ
国
道
二
一
二
号
が
貫
通
し
、
北
東
部
を
国
道
四
四
二
号
が
走

る
。
そ
の
二
本
の
国
道
を
主
要
地
方
道
南
小
国
波
野
線
が
連
結
し
て
い
る
。

　

名
所
旧
跡
と
し
て
北
条
時
定
が
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
る
満
願
寺
が
あ
り
、
こ
こ
に
保
存
さ
れ

て
い
る
時
宗
、
時
定
の
画
像
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
樹
齢
一
、
〇
〇

〇
年
と
い
わ
れ
る
根
廻
り
二
五
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
八
メ
ー
ト
ル
の
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
金
比
羅
杉
が
あ
る
。
九
州
横
断
道
路
沿
い
瀬
ノ
本
高
原
の
景
観
も
美
し
い
。

　

町
内
に
は
、
田
の
原
温
泉
、
小
田
温
泉
、
満
願
寺
温
泉
な
ど
の
名
湯
が
ひ
か
え
て
お
り
、
特

に
黒
川
温
泉
は
全
国
的
な
人
気
と
知
名
度
を
獲
得
し
て
お
り
、
訪
問
客
が
数
多
い
。

　

小
国
の
地
名
の
起
源
と
し
て
阿
蘇
神
社
の
神
話
が
あ
る
。
阿
蘇
神
社
の
祭
神
と
な
っ
た
建
磐

龍
命
が
阿
蘇
山
上
か
ら
四
方
を
拝
し
、
三
方
に
矢
を
放
た
れ
た
。
北
に
放
っ
た
矢
の
落
ち
た
と

こ
ろ
が
、「
御
矢
の
原
」
で
、
火
の
雄
神
、
水
の
雄
神
の
二
神
が
命
の
い
い
つ
け
で
巡
視
に
こ
ら

れ
た
時
、
御
矢
の
原
の
地
主
大
川
片
澄
は
、
二
神
を
迎
え
伏
し
て
、
「
臣
を
御
手
の
中
に
お
ま
か

せ
給
え
ば
、
臣
が
国
小
な
り
と
い
え
ど
も
、
青
山
四
方
を
巡
り
て
住
み
吉
の
国
な
り
、
臣
従
わ

ば
皆
服
し
奉
ま
つ
る
べ
く
誰
一
人
背
く
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
申
し
あ
げ
た
。
こ
の
言
葉
の

中
の
「
国
小
な
り
」
か
ら
「
小
国
」
の
地
名
が
で
き
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
小
国
郷
史
か
ら
）
。
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ま
た
、
「
豊
後
風
土
記
」（
約
二
、
〇
〇
〇
年
前
に
記
述
）
に
、「
肥
後
国
阿
蘇
郡
小
国
の
峯
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
史
書
な
ど
に
「
小
国
」
と
い
う
名
が
あ
り
、
古
い

昔
か
ら
「
小
国
」
と
い
う
言
葉
は
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
国
」
は
小
国
郷
一
帯
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
本
町
は
そ
の
小
国
郷
の
南
部
に
位
置
す
る
の
で
南
小
国
と
さ
れ
た
。

 
 

平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
当
地
域
に
つ
い

て
は
、
一
の
宮
町
、
阿
蘇
町
、
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産
山
村
、
波
野
村
の
六
町
村
が
合
併
パ

タ
ー
ン
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
れ
を
一
つ
の
叩
き
台
と
し
て
地
域
で
検
討
が
始
ま
っ
た
が
、
南
小

国
町
は
小
国
町
と
の
二
町
合
併
を
軸
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
 

南
小
国
及
び
小
国
の
二
町
は
、
平
成
一
五
年
二
月
に
任
意
協
議
会
を
設
置
し
、
翌
平
成
一
六

年
六
月
に
は
法
定
協
議
会
に
移
行
し
て
の
合
併
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
同
年
七
月
の
南
小
国
町

で
の
住
民
投
票
の
結
果
、
合
併
反
対
が
賛
成
を
大
き
く
上
回
り
、
法
定
協
議
会
は
解
散
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
南
小
国
町
に
お
け
る
合
併
検
討
の
機
運
は
そ
の
ま
ま
終
息
し
て
し
ま
っ
た
。（
第
二

編
「
阿
蘇
地
域
」
参
照
）

　

寛
永
年
間
細
川
氏
が
肥
後
の
領
主
に
な
っ
た
頃
は
、
阿
蘇
郡
代
の
配
下
に
あ
り
、
そ
の
下
に

総
庄
屋
が
あ
っ
て
満
願
寺
、
赤
馬
場
、
中
原
の
三
か
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

 
 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
、
前
記
三
地
区
に
里
正
が
お
か
れ
、
五
年

大
小
区
制
が
布
か
れ
る
と
南
小
国
は
第
三
一
大
区
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
、
八
の
三
小
区

と
な
っ
た
。
七
年
に
は
こ
の
三
地
区
に
現
在
小
国
地
区
に
属
す
る
黒
淵
を
加
え
て
第
一
一
大
区

第
四
小
区
に
変
更
さ
れ
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
伴
い
満
願
寺
村
、
赤
馬
場

村
、
中
原
村
は
各
々
独
立
し
て
一
行
政
区
域
を
な
し
、
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
が
、
一
七
年
、

戸
長
が
官
選
に
な
る
と
三
か
村
を
一
行
政
区
画
と
し
て
赤
馬
場
村
列
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。

二
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
伴
い
こ
の
三
か
村
が
合
併
し
、
南
小
国
村
と
な
り
、
更
に
昭
和
四

四
年
一
一
月
一
日
町
制
を
施
行
し
南
小
国
町
と
な
る
。

 
 

昭
和
二
八
年
（
一
一
九
三
）
一
〇
月
決
定
さ
れ
た
県
の
合
併
試
案
で
は
、
適
正
規
模
に
あ
り
、

又
、
地
形
的
関
係
で
合
併
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
単
独
村
と
さ
れ
た
の
で
、
本
村
か
ら

の
合
併
の
動
き
は
全
く
な
か
っ
た
。

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

１ 
 

市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯
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